
提
出
議
案
と審議

結
果

◎
全
員
賛
成　

○
賛
成
多
数

・
否
決　
　
　
　
　
　
　
　

 

⋯　

平
成
23
年
度
補
正
予
算　

⋯

○
一
般
会
計
︵
第
４
号
︶

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第

２
号
︶

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

⋯　

条
例
の
一
部
改
正　

⋯
⋯
⋯

◎
防
災
会
議
条
例

○
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

⋯　

そ
の
他　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少

○
ふ
じ
み
野
市
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
に
お
い
て
発
生
す
る

保
有
水
及
び
雨
水
等
の
処
分
に

係
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
○
ふ
じ
み
野
市
の
一
般
廃
棄
物

︵
不
燃
系
粗
大
ご
み
︶
の
処
分

に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
変
更

◎
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少

◎
学
齢
児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教

育
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約

の
変
更
︵
ふ
じ
み
野
市
・
川
越

市
、
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見
市
、

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
、
富
士

見
市
・
ふ
じ
み
野
市
︶

◎
道
路
線
の
認
定
︵
９
件
︶

⋯　

指
定
管
理
者
の
指
定　

⋯
⋯

○
有
料
公
園
施
設
等
及
び
社
会
体

育
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

◎
鶴
ケ
岡
複
合
施
設
及
び
旭
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定

◎
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
自
転
車
駐

車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

◎
大
井
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定

以
上
、
可
決

⋯　

意
見
書　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

　

◎
防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
◎
国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図

る
各
種
基
金
事
業
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書

以
上
、
可
決

・
大
震
災
・
原
発
災
害
か
ら
の
復

興
を
求
め
る
意
見
書

・
民
意
を
締
め
出
す
比
例
定
数
の

削
減
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書

・﹁
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
﹂

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

・
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︶
交
渉
へ
の
参
加

に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

以
上
、
否
決

⋯　

請
願　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
０
・
４
％
の
年
金
引
下
げ
を
も
と

に
戻
す
と
と
も
に
物
価
指
数
に

よ
る
年
金
引
下
げ
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願

・
無
年
金
・
低
所
得
者
へ
の
基
礎

年
金
国
庫
負
担
分
３
・
３
万
円

の
支
給
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願以

上
、
不
採
択
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議 案 審 議

2億816万円増額

総額 334億4,425万円

賛成多数で可決

■

ふ
じ
み
野
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

　

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

賛
成
多
数
で
可
決

　

新
た
に
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
五
つ
の
事
案
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
料
の
債
務
負
担
行
為
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、﹁
行
政
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
﹂
と

い
う
意
見
と
、﹁
サ
ー
ビ
ス
や
市
民
福

祉
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
﹂

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
予

算
措
置
と
し
て
、
保
育
所
と
学
校
の

給
食
の
放
射
能
検
査
に
つ
い
て
は
﹁
測

定
値
情
報
が
公
開
さ
れ
た
上
で
、
い

た
ず
ら
に
不
安
を
あ
お
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
正
し
い
知
識
の
啓
発
に
努

め
る
べ
き
﹂
と
の
意
見
や
、
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の

経
費
に
つ
い
て
は
、﹁
要
援
護
者
の
登

録
を
増
や
す
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
﹂

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
引
く
経
済
状
況
の
低
迷
や

合
併
に
よ
る
特
例
措
置
の
段
階
的
削

減
が
見
込
ま
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し

い
財
政
運
営
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
基
金
の
一
定
水
準
の
積
み
立

て
な
ど
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
つ

い
て
の
要
望
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
上
福
岡
清
掃
セ
ン

タ
ー
単
独
で
の
ご
み
焼
却
業
務
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
平
成
二
十
一
年
度
実
績
で
、
家
庭

系
ご
み
の
排
出
量
が
年
間
一
人
当
た
り
三
九
キ
ロ
グ
ラ

ム
も
削
減
さ
れ
、
資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
県
内
八

位
と
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
ご
み
減
量
化
の
実

績
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
広
域
ご
み
処

理
施
設
の
業
務
開
始
ま
で
の
年
間
焼
却
見
込
み
量
は
、

最
大
四
〇
・
七
三
二
ト
ン
と
予
測
さ
れ
、
現
在
の
上
福

岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
十
分
処
理
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、﹁
リ
ス
ク
管
理
が
万
全
で
は
な
い
﹂﹁
ご

み
の
収
集
方
法
の
変
更

に
つ
い
て
、
周
知
徹
底

が
不
十
分
で
あ
る
﹂
と

の
理
由
で
反
対
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
は
、
本
来

付
属
炉
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
老
朽

化
は
著
し
い
。
ま
た
、
廃
止
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
は
年

間
約
二
億
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、﹁
市
民
の
ご
み
減

量
や
分
別
の
努
力
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
る
﹂
と
の
意

見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　

大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

大
井
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

一
つ
の
館
の
中
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
事
業
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
な
ど
業
務
内
容
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
専
門

性
を
求
め
る
た
め
に
二
つ
の
事
業

所
に
分
け
て
公
募
・
選
定
が
行
な

わ
れ
、
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
し
て
、
高
齢
者
対
象
の

自
主
事
業
の
実
施
や
特
殊
浴
槽
の

利
用
者
拡
大
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

現
在
担
当
部
署
が
未
定
と
い
う
こ

と
で
、
早
急
に
管
理
監
督
で
き
る

体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
ま
た
民
間

事
業
所
に
対
し
て
継
続
性
の
確
保

を
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ほ
か
に
、
有
料
公
園
施
設
等
及

び
社
会
体
育
施
設
の
指
定
管
理

は
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
政
策
部
所

管
の
有
料
公
園
管
理
と
教
育
委
員

会
所
管
の
社
会
体
育
施
設
を
一
本

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
運
営

の
効
率
化
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

ほ
か
二
件
の
指
定
管
理
者
の
選
定

に
つ
い
て
、
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

条　例意見書
■

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

全
員
賛
成
で
可
決

　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
は
、﹁
男
女
双
方
の
意
見
﹂
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
防
災

計
画
で
は
、
具
体
的
な
施
策
に
女
性
の
視
点
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
専
門
調
査
会

の
報
告
に
あ
る
、
防
災
会
議
へ
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登

用
す
る
こ
と
や
、
不
十
分
で
あ
っ
た
女
性
の
視
点
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■

国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図
る
各
種

基
金
事
業
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

全
員
賛
成
で
可
決

　

こ
れ
ま
で
医
療
の
充
実
や
子
育
て
支
援
の
強
化
に
対
す

る
各
種
基
金
制
度
が
設
け
ら
れ
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る

柔
軟
な
支
援
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
基
金
事
業
の
多
く
が
今
年
度
限
り
で
終
了
し
ま
す
。
国

民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図
る
た
め
、
基
金
及
び
基
金
事

業
の
継
続
を
求
め
る
も
の
で
す
。

①
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
基
金

②
安
心
子
ど
も
基
金
及
び
妊
婦
健
康
診
査
支
援
基
金

③
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金

指定管理者制度

平成23年度　一般会計補正予算

　歳出の主な事業

・自立支援給付事務　　　　　　　6,977 万円
障がい福祉サービス利用者の増加及び法改正によ
る同行援護が追加されたことに伴う扶助費の増額

・災害時要援護者避難支援事業　　　521 万円
災害発生時における自力避難困難者に対する個別
支援システム構築委託料

・広域ごみ処理施設等建設事業　　　438 万円
広域ごみ処理施設建設予定地拡張部分の測量及び
地質調査費

・道路用地買収等事業　　　　　　　1,930 万円
狭隘道路解消のための市道第508号線拡幅用地取
得費

・公園管理事業及び小中学校施設管理事業
2,191 万円

　安全点検結果に基づく危険箇所等の修繕費

・市立保育所・学校給食管理運営事業

25万円
保育所及び学校給食食材の放射能検査手数料

総合福祉センター、災害時要援護者支援システム構築など

市民の安全・安心を議論

（第４号）

修繕を行なった公園遊具

廃止される大井清掃センター

副
議
長
を
選
出 有山　　茂

12月２日の本会議において、

野沢裕司副議長逝去に伴う副

議長選挙が行なわれました。

投票の結果、有山茂議員が副

議長に選出されました。


